
本願寺 相伝家相承之系譜
本願寺および相伝家における相承を記しています。ゴシック体の寺号は明治時代の東派所属寺院です。
名前の前の数字はその寺の何代目であるかを表し、矢印先端の数字は相伝を受けた年を表しています。

【別家】 【別家】 【三家】 【新家】 【別家】 【別家】

広教寺

教行寺
名塩 性応寺

紀州

本宗寺
射和

大信寺
八尾

本泉寺
天満

真宗寺
堺 願証寺

長島

願証寺
平尾 順興寺

枚方→京

本善寺
飯貝 願得寺

(初本泉寺)
二俣

称徳寺改め

堅田

慈敬寺
鴨 教行寺

富 田、箸尾

顕証寺
久 宝 寺

光善寺
常楽寺
存覚が開基

願行寺
下市

本願寺

【相承五家】【相承三家】

⑧蓮如

⑨実如

円如

⑩証如

５光信
（蓮覚）１蓮芸

２実誓 ２実淳

２顕悟

⑪顕如

⑫教如
東

⑬宣如
東

⑭琢如
東

⑮常如
東

⑯一如
東

⑰真如
東

⑱従如
東

⑲乗如
東

(⑳達如)
東

(㉑厳如)
東

⑫准如
西

(⑬良如)
西

(⑭寂如)
西

1497 1477

１蓮淳 １順如
巧如の孫、如慶
(蓮如の娘)の夫

1494

光信の子

２光淳
１実賢１実悟２実孝

1516

２実従
1516？

蓮如の十三男

３実順
1536 返伝

左衛門督

『私心記』を
著す。

『本願寺作法之
次第』を著す。

『深解科文』を著す。

『深解科文』
を著す。

４実玄証従

３顕従

16歳で早世

３証恵２賢勝

1554 1552

４寂超

名塩教行寺の
初代は蓮芸。
一時、広教寺
に改号。富田
教行寺が東派
に属したため、
1631(1634)に
再び教行寺に
改号。

３証珍
実従の子

1552
２実誓

1546

４顕誓

３証誓 ３証淳

1554

５顕勝

1560 返伝1554

５教誓

６宣誓

６准勝

７准玄

８良玄

９寂玄

10一玄

11真玄

12従玄

10真芸

13乗玄

1790

1813

1752 於教行寺

顕智

4教尊

教映

1608 返伝

1586

1620 返伝

治部卿侍従

慈敬寺

３証智

(兼詮)

(教清)

12祐珍了尊
1608

返伝に相伴准如に重用
され一家衆と
なる。

西吟の師匠。

５教恵

６宣恵

西派最後の相承師

石山合戦後
転地を繰り
返し、1652
箸尾へ移る。

1640 西派の
初代能化代

1645

1661

1678
1698 東派に帰
参、准五箇寺
に列せられる。

1701

1745 返伝

16真覚真智
琢如の孫琢如の孫

1662 真宗寺
東派に帰参。

1745 相伝家
となり、准
五箇寺に列
せられる。

1745 大信寺
相伝家に。

1751 大信寺
へ転住。

17真昭
1752 於光善寺

慧光寺から
転住(兼住)。

(9)真詮

1767 正伝 於真宗寺、本宗寺

1752 筺伝 於大信寺

近州称名寺から勢州真楽寺に転住。
1767 真楽寺を本宗寺に改号し相伝
家に。
1788 『禀承餘艸』を述す。

1778 再伝

(6)真高 1773 平尾真徳寺(東派)を願証
寺に改号し、1779 相伝家に。

(10)乗通

乗愷
1807

18乗尊 (7)乗道
1790

乗慧
1790

(9)達栄

1829 筺伝

慧光寺
平野

(13)達勝
1874 没1883 没

10乗賢
1818

1843 没 1835 没

1678 寂如上人御講義

蓮淳が開基。

1685 恵光寺、東派
に帰参。

1727 准五箇寺に列
せられる。

謳歌無実の沙
汰で非義に落
とし蟄居閉門
処分を受ける。

(8)達悟

(朗誉)

東派最後の相承師
1792 遷化

『伝来相承系図』
『相伝伝統分派之譜』
『本願寺作法之次第』
『私心記』
『還源録』
『嘉永言上留記 写』
『大谷一流分脈系図』
『法流故実条々秘録』
『相伝史年表』
『蓮如と光善寺』

乗玄→達勝の相承は、
『嘉永言上留置 写』
の記述に基づく。

乗道→達悟→達栄の
相承は、『嘉永言上
留置 写』の記述に
基づく。

1608 返伝に相伴1608 返伝に相伴

1745 返伝に相伴 1745 返伝に相伴 1745 返伝に相伴

1620 返伝に相伴

【
参
考
資
料
】

1536 返伝に相伴1536 返伝に相伴

実如→実従の『広本』読み
聞かせがあった事が『本願
寺作法之次第』に記されて
いるが、『伝来相承系図』
『相伝伝統分派之譜』とも
蓮淳→実従と相伝された図
になっている。

『五帖御文』を編集

1608
返伝に相伴

1573 長島願
証寺滅す。

▼『伝来相承系図』(光善寺蔵)およ

び『相伝伝統分派之譜』(真宗寺

蔵)を基に、その他の資料の情報

を書き加えて作成した系譜です。

▼相伝家以外への伝授は除外して

います。

教尊の弟。

1627 相伝物を携え
再興された本法寺に
入寺。

1779 於願証寺

光淳一流相
伝の箱を封
印にて宝蔵
に納め置く。

(『還源録』)

1752

蓮如の長男蓮如の六男蓮如の八男

蓮如の九男蓮如の十男蓮如の十二男

1608 准如への返伝の事、西光
寺祐俊の『法流故実条々秘録』
に記載あり。


